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研究成果の概要（和文）：エンドペリオ病変は、歯周ポケットと根尖病変が交通した疾患である。臨床的には、
エンド病変から引き起こされたエンドペリオ病変は治癒しやすく、歯周炎か
ら進展した病変は治癒しにくい。しかしながら、術前にエンド病変から引き起こされたエンドペリオ病変を判断
することは難しい。本研究では、術前の歯周ポケット細菌の検査を行なった。その結果、術前に病変部歯周ポケ
ットに歯周病由来の菌が多いエンドペリオ病変は「治癒しづらい」という傾向が得られた。これは、エンド病変
から波及したエンドペリオ病変では、病変部にエンド由来の菌が多いためと考えられる。治癒するエンドペリオ
病変を細菌検査で予想できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Endoperio lesions are diseases in which periodontal pockets and apical 
lesions are in communication. Clinically, endoperio lesions caused by end lesions are easy to heal, 
and lesions that develop from periodontitis are difficult to heal. However, it is difficult to 
determine endoperio lesions caused by end lesions preoperatively. In this study, preoperative 
periodontal pocket bacteria were examined. As a result, endoperio lesions, which have a large amount
 of periodontal disease-derived bacteria in the periodontal pocket of the lesion before surgery, 
tend to be "difficult to heal." Because there are many endo-derived bacteria in the endoperio lesion
 that has spread from the endo lesion, it was suggested that bacterial tests could predict healing 
endoperio lesions.

研究分野： 歯周治療学

キーワード： 歯内歯周病変

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
根管治療で治癒するエンドペリオ病変を術前検査により判別できるようになれば、治療前にその病態にあった適
切な治療方法が選択でき、いままでは治らないものと思われていた「エンドペリオ病変」の中で治癒しやすいも
のを判断できるようになり、安易な抜歯や、不要な歯周治療を防ぐことが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
歯内歯周複合病変（エンドペリオ病変）は、歯周と歯内領域の疾患が互いに波及したものであ

る。治療難易度は、アメリカ歯内療法学会の根管治療における評価項目では「High Difficulty」
に分類される 。 
この病変の治癒に関して、歯内病変からひきおこされたエンドペリオ病変（図１）は治癒しや

すく、歯周炎から誘発された病変（図２）は治癒しにくい、という臨床家からの実感がある。こ
のエンド由来のエンドペリオ病変とは、歯内病変からの Sinus Tract が歯根膜腔内に形成され、
根尖病変からの排膿路が局所的に深い歯周ポケットのようにみえる疾患形態である。そして、こ
の排膿路は、根管治療のみで塞がり、治癒する。しかしながら、エンドペリオ病変は細菌炎症に
よる組織破壊の結果であり、どちらから起きたものなのかを疾患成立後に判断することは難し
い。本研究では、歯内病変からのエンドペリオ病変（図１）では、歯周ポケットは排膿路にすぎ
ないため、歯周ポケット内にエンド由来の菌が多く、また歯周病変由来のエンドペリオ病変（図
２）では、歯周ポケットにペリオの菌が多いのではないかと仮説を立て検討を行なった。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     ＜図１＞                 ＜図２＞ 
 
 
 
２．研究の目的 
  
本研究の目的は、管治療で治癒するエンドペリオ病変を術前検査により判別できるようにする
ことである。根管治療で治るエンドペリオ病変とは、歯内病変からの Sinus Tract が歯根膜腔内
に形成され、根尖病変からの排膿路が局所的に深い歯周ポケットのようにみえる疾患形態であ
る（図３）。そして、この排膿路は根管治療のみで、塞がり、治癒する。 
エンドペリオ病炎に対する診断と治療方針は確立していない。本研究では、このエンドペリオ病
変のなかで、「治癒した」エンドペリオ病変と「治癒しなかった」エンドペリオ病変を細菌叢か
ら考察し分類する。細菌学的な病変の分類が可能となれば、治療前にその病態にあった適切な治
療方法が選択でき、いままでは治らないものと思われていた「エンドペリオ病変」の中で治癒し
やすいものを判断できるようになり、安易な抜歯や、不要な歯周治療を防ぐことが可能となる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜図３＞ 



 
 
 
３．研究の方法 
 
東京医科歯科大学歯学部附属病院にて、エンドペリオ病変歯を持つ患者を 12 名選定した。エン
ドペリオ病変の治療は歯内治療から始めた。術前に歯周ポケットから細菌のサンプリングを行
った。各種細菌量は TaqMan プローブとプライマーを用いて、また総菌数は SYBR Green を用いて
Realtime-PCR 法にて定量した。 菌種は、歯周病で高頻度に検出される P. gingivalis, T. 
denticola, T. forsythia 、根尖病変内で高頻度に検出される P. endodontalis, D. invisus, 
P. alactolyticus 、むし歯の菌である S. mutans, S. sobrinus を選択した。定量スタンダー
ドカーブ作成には、増幅領域を組み入れたベクターを作成し増幅して用いた。定量用ベクターの
個数濃度は、吸光度計により濃度(ng/ul)を求めた後に、ベクターの分子量からその個数を計算
した。歯周ポケットからの試料回収後は通法に従って歯内治療を行った。根管充填 3ヶ月後に病
変が「治癒した」「治癒していない」を評価した。 
 
 
４．研究成果 
4 症例が歯内治療のみで治癒し、8症例は歯内治療のみでは治癒しなかった。 
それぞれの細菌数の分布を下に示す。 
 

 
術前の歯周ポケットサンプリングによる細菌解析から、根管治療のみで治癒した場合と治癒し
なかった場合で、オッズ比を求め、次の結果が得られた 。 
１）総菌数が 7x105以上の場合に治癒しない  odds 2.1 
２）P. gingivalis 菌数 105以上の場合に治癒しない odds 2.1 
３）T. denticola 菌数 2x103 以上の場合に治癒しない odds 4.2 
４）T. forsythia 菌数 2x104 以上の場合に治癒しない odds 1.5 
 
本研究から、根管治療のみで治癒するエンドペリオ病変を、術前の検査により判断できる可能性
が示された。 
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